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令
和
６
年
度
、
萩
商
工
会

議
所
青
年
部
第
56
代
会
長
を

務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
白
井

大
和
で
す
。

平
素
よ
り
青
年
部
活
動
に

対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
ご
協

力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
、
萩

商
工
会
議
所
を
は
じ
め
各
関

係
諸
団
体
の
皆
様
、
そ
し
て

こ
れ
ま
で
萩
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
歴
史

を
築
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
歴

代
部
会
長
を
は
じ
め
と
す
る

諸
先
輩
方
に
対
し
ま
し
て
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
萩
商
工
会
議
所
青

年
部
は
今
大
き
な
節
目
を

迎
え
て
お
り
ま
す
。
昨
年

度
３
月
13
日
臨
時
総
会
を

持
ち
ま
し
て
卒
会
年
齢
が

40
歳
か
ら
45
歳
へ
と
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

Ｏ
Ｂ
の
皆
様
、
会
員
の
中

で
も
様
々
な
意
見
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
萩
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

未
来
の
発
展
の
為
こ
の
よ
う

に
決
断
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

卒
会
年
齢
が
上
が
り
、
会

と
し
て
非
常
に
大
事
な
年
に

な
る
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
会

長
を
さ
せ
て
頂
く
と
い
う
事

に
大
変
な
重
責
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
今
年
度
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
協
挑
～
共
に
挑

め
未
来
の
為
に
！
～
と
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

萩
の
青
年
経
済
人
が
集
い
、

切
磋
琢
磨
し
、
地
域
の
経
済

的
発
展
の
支
え
と
な
っ
て
き

た
こ
の
萩
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
伝
統
を

次
世
代
に
引
き
継
げ
る
よ
う
、

会
員
増
強
を
始
め
と
し
た
強

い
組
織
作
り
及
び
、
地
域
活

性
化
に
貢
献
で
き
る
継
続
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
と
い
う
目
標

に
向
か
い
、
会
員
一
丸
と
な

り
こ
の
一
年
間
挑
戦
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

協挑 〜共に挑め未来の為に〜

青
年
部

コ
ー
ナ
ー

No.457
萩商工会議所

青年部

現会員数35名

第56代会長
白井　大和

会
長
挨
拶

令
和
６
年
度

役
員
紹
介

監
　
　
　
査

田
村
　
直

鉄
板
焼
き
ふ
～
ふ
～

監
　
　
　
査

田
中
　
裕
貴

㈲
国
松
工
務
店

ア
オ
ハ
ル
副
委
員
長

田
辺
　
秀
男

㈲
田
辺
建
具
店

ア
オ
ハ
ル
委
員
長

石
橋
　
和
真

合
同
会
社
Ｒ
ｏ
Ｓ
ａ

広
報
交
流
副
委
員
長

中
野
　
翔
太
郎
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
損
保
㈱

広
報
交
流
委
員
長

中
島
　
法
收

㈱
心
技
工
務
店

人
財
増
強
副
委
員
長

林
　
靜
江

Ｒ
ａ
ｙ

人
財
増
強
委
員
長

上
利
　
祥
悟

㈱
萩
テ
レ
ビ

総
務
副
委
員
長

岡
村
　
駿
吾

㈲
オ
カ
ム
ラ
環
境
技
研

総
務
委
員
長

廣
兼
　
基

㈲
廣
兼
造
園

副
　
会
　
長

榎
谷
　
紘
司

榎
谷
農
園

副
　
会
　
長

岩
川
　
大
空

㈱
岩
川
旗
店

直
前
会
長

服
部
　
和
彦

服
部
産
業
㈱

会
　
　
　
長

白
井
　
大
和

白
井
石
材
店
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今
年
度
、
総
務
委
員
会
で

は
通
常
総
会
、
臨
時
総
会
及

び
卒
会
式
の
開
催
、
諸
会
議

の
運
営
、
名
刺
作
成
等
を
行

な
っ
て
い
き
ま
す
。

私
自
身
久
し
ぶ
り
の
委
員

長
で
す
が
、
総
務
を
熟
知
し

た
心
強
い
メ
ン
バ
ー
が
多
く
、

頼
も
し
い
限
り
で
す
。

委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
共
に
青

年
部
の
各
事
業
が
円
滑
に
進
む

よ
う
し
っ
か
り
と
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
一
年
間
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

総
務
委
員
長
　
廣
兼
　
基

今
年
度
、
広
報
交
流
委
員
会

の
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
㈱
心
技
工
務
店
の
中

島
と
申
し
ま
す
。
当
委
員
会
で

は
踊
車
の
発
刊
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使

っ
て
の
発
信
や
商
工
会
議
所
女

性
会
・
（
一
社
）
青
年
会
議
所

の
方
々
と
の
交
流
会
、
４
青
年

部
交
流
会
、
家
族
会
な
ど
わ
く

わ
く
す
る
様
な
事
業
が
目
白
押

し
で
す
。

楽
し
く
熱
の
あ
る
一
年
間

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広
報
交
流
委
員
長

中
島
　
法
收

４
月
15
日
㈪
に
萩
本
陣
に

於
い
て
令
和
６
年
度
萩
商
工

会
議
所
青
年
部
通
常
総
会
及

び
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
通
常
総
会
に
は
、
藤
井

会
頭
、
大
中
副
会
頭
に
ご
臨

席
い
た
だ
き
、
２
つ
の
議
案

が
審
議
さ
れ
、
ど
ち
ら
も
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
滞
り
な

く
総
会
を
終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
懇
親
会

が
行
わ
れ
、
田
中
文
夫
萩
市

長
様
を
は
じ
め
、
数
多
く
の

ご
来
賓
の
方
々
に
ご
臨
席
を

賜
り
ま
し
た
。
白
井
会
長
よ

り
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
協
挑
～
共
に
挑
め
未
来
の
為

に
！
～
』
に
込
め
た
想
い
を

熱
く
語
り
、
令
和
６
年
度
の

船
出
に
相
応
し
い
盛
大
な
通

常
総
会
に
な
り
ま
し
た
。

野
間
　
和
博

令
和
６
年
度
通
常
総
会

令和６年度　　事　業　計　画
通
年
目
標

４

５

６

７

８

９

10

11

12

１

２

３

総務委員会
総会・全員協議会等諸会議の
開催、並びに名刺作成管理、
青年部手帳・備品の管理。
定例役員会（毎月10日前後）・全
員協議会（毎月20日前後）・青年
部規約の検討（通年）・名刺作成・
電子手帳の作成・管理（通年）・青
年部備品の管理（通年）（ジャン
パー・ポロシャツ・ぶちジョーカ
ー）・通常総会・４月15日㈪

新規会員の獲得を図るととも
に、青年経済人としてのスキ
ルアップを目的とした研修及
びセミナーを実施する。
会員増強（通年）
オープン全協（年１回）
会員研修事業（年２回）
セミナーの開催（年２回）

県青連親睦ソフトボール大会

４青年部交流会

臨時総会

卒会式

各種交流事業を通じて他団体
及び会員内の親睦を深める。

踊車の作成（通年）・HP・SNSの管
理（通年）・会員親睦会（家族会）の
開催（時期未定）・萩商工会議所女
性会との交流会への参加・萩青年
会議所との交流会への参加

萩商工会議所青年部OB会との交流会

萩商工会議所会頭・副会頭との交流会

アオハル祭

萩YEGが主催する今後も地
域から愛される事業の開催。

４月20日㈯
県青連第１回会長会議・会員
アワー（山口YEG）

６月15日㈯県青連会員大会・県青
連第２回会長会議（小野田YEG）

５月19日㈰親睦ソフトボール
大会（下松YEG）

県青連第３回会長会議（新南陽YEG）・８月30
日㈮～31日（土）中国ブロック大会（益田YEG）
県青連親睦ゴルフ大会

（下関YEG）
西部地区会長会議

（宇部YEG）
11月13日㈬～16日㈯
全国会長研修会（郡山YEG）
県青連第４回会長会議・会員
アワー（防府YEG）

２月12日㈬～16日㈰日本YEG
全国大会（久留米YEG）
県青連第５回会長会議・会員アワー

（徳山YEG）

人財増強委員会 広報交流委員会 アオハル委員会 その他事業

夏まつり事業

委
員
長
挨
拶

人
財
増
強
委
員
会
で
は
、

新
入
会
員
の
獲
得
の
ほ
か
、

青
年
経
済
人
と
し
て
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
各

種
セ
ミ
ナ
ー
、
入
会
候
補
者

を
招
い
た
オ
ー
プ
ン
全
協
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
卒

会
年
齢
が
45
歳
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
新
入

会
員
も
徐
々
に
増
え
て
き
て

お
り
ま
す
。
是
非
と
も
入
会

を
ご
検
討
頂
き
、
共
に
ふ
る

さ
と
萩
市
の
た
め
活
動
し
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
！

人
財
増
強
委
員
長

上
利
　
祥
悟

令
和
６
年
度
、
ア
オ
ハ
ル

委
員
長
の
石
橋
和
真
で
す
。

ア
オ
ハ
ル
委
員
会
で
は
、

８
／
２
の
夏
祭
り
（
ア
オ
ハ

ル
祭
）
の
運
営
を
主
な
事
業

と
し
ま
す
。
嬉
し
い
こ
と
に
、

今
年
度
４
月
よ
り
新
入
会
員

も
増
え
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ

ー
ひ
と
り
ひ
と
り
の
士
気
を

よ
り
高
め
、
一
丸
と
な
り
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
最
高

の
思
い
出
に
残
る
青
年
部
事

業
と
し
て
、
今
年
度
１
年
間

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
オ
ハ
ル
委
員
長

石
橋
　
和
真
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所
属
す
る
会
社
が
萩
商
工

会
議
所
に
加
入
し
て
お
り
、

な
お
か
つ
45
歳
ま
で
の
若
手

経
営
者
、
あ
る
い
は
、
有
望

な
人
材
の
方
が
い
ら
し
た
ら
、

青
年
部
で
己
を
磨
き
ま
せ
ん

か
？
多
く
の
異
業
種
の
方
と

の
交
流
、
様
々
な
青
年
部
事

業
の
運
営
を
通
し
て
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
と
一
生
の
友
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
学
ん
だ
こ

と
は
必
ず
自
身
に
役
立
ち
ま

す
。
ま
た
、
ご
不
明
な
点
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
青
年
部

事
務
局
や
現
役
青
年
部
会
員

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

青
年
部
事
務
局

☎
２
５-

３
３
３
３
担
当
　
瀧

令
和
６
年
４
月
20
日
に
、

山
口
市
に
て
第
１
回
会
長
会

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
中
田
県
連
会
長
の

挨
拶
の
後
、
県
連
会
長
の
バ
ッ

チ
交
換
や
本
年
度
・
次
年
度
県

連
事
業
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
各
単
会
会
長
の
意

気
込
み
の
発
表
が
あ
り
、
白
井

会
長
は
、
萩
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
卒
会
年

齢
の
引
き
上
げ
や
、
新
入
会
員

の
増
加
な
ど
で
、
勢
い
に
乗
っ

て
い
る
こ
と
や
、
今
年
度
の
萩

Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
計
画
し
て
い
る
事
業

に
つ
い
て
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

榎
谷
　
紘
司

訪
れ
る
べ
き
14
単
会
の
お

店
、
萩
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
代
表
と
し

て
、
演
劇
倶
楽
部
花
車
を
紹

介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

昨
年
末
に
オ
ー
プ
ン
し
た

お
店
。
観
光
資
源
豊
富
な
萩

の
街
、
夜
も
萩
を
観
光
し
て

い
た
だ
き
観
光
客
増
加
の
一

助
に
な
り
た
い
と
の
思
い
を

プ
レ
ゼ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

他
の
単
会
の
素
晴
ら
し
い
プ

レ
ゼ
ン
の
中
、
栄
誉
あ
る
一

位
と
い
う
賞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
お
店
の

繁
盛
と
、
萩
市
の
活
性
化
の

一
助
に
な
る
と
い
う
目
標
へ

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が

り
ま
し
た
。

鹿
島
　
雅

第
一
回
会
長
会
議
・

会
員
ア
ワ
ー

こ
の
度
、
青
年
部
の
年
齢

規
約
改
正
に
伴
い
、
幸
運
に

も
念
願
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
入
会
が
許

さ
れ
ま
し
た
、
45
歳
に
成
り

た
て
の
㈲
萩
新
栄
の
代
表
取

締
役
　
烏
田
栄
二
と
申
し
ま

す
。
既
に
卒
会
ま
で
の
日
数

は
３
６
０
日
を
切
っ
て
お
り
、

い
か
に
在
籍
し
た
証
を
残
せ

る
か
が
大
命
題
で
す
。
変
化

と
前
進
を
な
さ
れ
た
萩
Ｙ
Ｅ

Ｇ
の
初
年
度
の
活
動
に
密
度

濃
く
関
わ
っ
て
参
り
ま
す
。

是
非
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
、

又
は
ハ
ー
ド
ル
を
与
え
て
頂

き
自
己
研
鑽
さ
せ
て
頂
き
た

い
で
す
。
白
井
会
長
の
想
い

の
実
現
に
向
け
一
生
懸
命
頑

張
り
ま
す
。

㈲萩新栄
烏田 栄二君

こ
の
度
、
青
年
部
に
入
会

さ
せ
て
頂
き
、
萩
市
の
発
展

と
、
自
分
自
身
の
成
長
の
た

め
に
青
年
部
の
一
員
と
し
て
、

誠
心
誠
意
務
め
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

何
事
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
、
関
わ
る
皆
様
と
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
せ
れ
ば
い

い
な
と
本
当
に
心
か
ら
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 ㈱角建

横田 文貴君

新
入
会
員
紹
介


